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トレンド情報 

「アップルは新製品の開発で、リスクを取っているのか」
3月1日、米アップル本社で開かれた株主総会。ある株主か
ら、ティム・クックＣＥＯにこんな質問が投げ掛けられた。
1月の下方修正に端を発し、アップルの株価は急落した。

「アップルショック」の直接の要因は中国経済の減速だが、
ｉＰｈｏｎｅ以降、画期的な製品が登場しないことに株主は
いら立ちを隠せなくなっている。
クックＣＥＯは「今は種をまき、さいころを振っている。未
来の製品はあなたを感動させるだろう」と述べるにとどめ、
具体的な話は避けた。この株主の質問は、先進的なアップル
のイメージが崩れ始めていることを雄弁に物語る。
そしてアップルが、今まさに到来しようとしている第5世
代通信規格「5Ｇ」についての戦略を語らないことも、投資
家の不安に拍車を掛けている。5Ｇがなぜ重要なのか。それ
は、通信規格の世代交代がこれまで生活を一変させてきたか
らだ。
1980年代、外出先で電話をかけたければ、公衆電話を探す
必要があった。待ち合わせに使われたのは駅の伝言板。自動
車電話付きの社用車は役員のステータスで、移動しながらの
通話は富裕層の特権だったのだ。
93年から始まった「2Ｇ」で無線通信がデジタル化された。
メールやインターネットが可能になり、携帯電話がコミュニ
ケーションの必需品へと昇格する。ＮＴＴドコモの「ｉモー
ド」は大ヒット。2000年2月にはドコモの時価総額が過去
最高の42兆円に達した。この記録を破る日本企業はいまだ
現れていない。01年からは通信速度が向上した「3Ｇ」の時
代に突入。カメラや音楽プレーヤーといった、他の家電製品
の機能を、携帯電話がのみ込み始めた。「写メール」「着うた」
といったサービスはカメラやＣＤ産業に大打撃を与えた。
また、3Ｇは初めての国際標準規格だ。いつの間にか海外で
も自分の携帯電話が使えるようになったのは、3Ｇのおかげ
だ。3Ｇ時代後半の07年、携帯電話の歴史を塗り替える端
末が産声を上げる。ｉＰｈｏｎｅの登場だ。
スマートフォンという概念を世に広めたこの端末は、10年
から始まった「4Ｇ」の波に乗って世界中で大ヒット。アッ
プルを世界一の企業の座へと押し上げた。スマホの真骨頂
は、アプリをダウンロードすればいくらでも機能を追加で
きる点だ。ここに目を付けた開発者たちは、ＳＮＳやライド
シェアなど、画期的なサービスを次々と生み出した。
スマホ一つで買い物から道案内まで、さまざまなアプリをど

Trend  News

こでも手軽に使うことができるのも、4Ｇの通信インフラが
陰で支えているからだ。
                                                                                                                                            
日本は4月に周波数割り当て　
9月からプレサービス開始
5Ｇになると、「高速・大容量」「低遅延」「同時多接続」の3
大要素が4Ｇから進化する。
大容量化は分かりやすい。データ通信が速くなるとともに、
ビット当たりの通信コストも低減されるので、“ギガが減る”
ことに悩まされずに、もっと手軽に動画を楽しめるだろう。　
ただ、産業界で本当の期待が集まるのは、残る二つの特徴だ。
低遅延の代表は自動運転。時速100kmで走行中の車を遠
隔制御で停止させようとした場合、4Ｇでは通信の遅延によ
り、ブレーキがかかるまでに少なくとも30cm近く進む。5
Ｇならばこれが約3cm。反応速度が1桁上がることで、一気
に実用化に近づく。
同時多接続では、大量のセンサーから集まったデータをフ
ル活用したスマート工場やスマート都市が、産業の在り方
を変えるだろう。世界各地で5Ｇの商用サービスが始まる
今年は、まさに「5Ｇ元年」。日本でも総務省が4月10日に
5Ｇの周波数を通信会社に割り当て、9月にはラグビーワー
ルドカップの競技場などでプレサービスが始まる。そして東
京五輪・パラリンピックの20年、商用サービスの幕が上が
る。5Ｇなど新技術の登場時には、必ず普及についての懐疑
的な声が上がる。だが、思い出してほしい。「インターネット
は商用に向かない」「携帯電話にカメラが負けるわけがない」

「iPhoneはマニアのもの」。こう主張した企業は時代の変化
に取り残され、ことごとく敗れ去っていった。　5Ｇはただ
の技術ではなく、通信のインフラだ。確実に浸透し、間違い
なく暮らしを変える。　今動きだせば、5Ｇ時代のアップル
になれる可能性を誰もが秘めているのだ。

（引用　週間ダイアモンドより引用　DIAMOND ON LINE　
201903）

2019年9月のラグビーワールドカップ開催に合わせてプレ
サービスが開始され、2020年春には商用サービスが始まる
予定だ。5Gが本格的に普及すると、私たちの暮らしにはど
んな変化が起こるのだろうか。そして、5Gの普及のカギと
して期待されている技術とは？近年のスマートフォンやIoT
機器などの普及により、モバイル通信のトラフィックは爆発
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的に増加している。2020年には2010年の約1000倍に達
するという予測もあり、近い未来には現在の4G LTEでは
限界に達することが懸念されるため、5Gが求められている
わけだ。5Gの特徴としては ｢高速・大容量｣ ｢低遅延・高信
頼｣ ｢同時多数接続｣ の3つが挙げられる。現在使われている
4G LTEとの比較では、通信速度は100倍速くなり、遅延が
1/10に抑えられ、10倍の数の機器に接続可能となる。｢5G
は、4G LTEを快適に使い続けるために考え出された技術で
す。仕組みとしては、4G LTEでも使用している低周波数帯
の電波と、ミリ波と呼ばれる高周波数帯の電波を組み合わ
せて利用します。ミリ波は直進性が強いため途切れやすく
使いづらいのですが、高速・大容量を実現できることから、
5Gの根幹技術となっています｣

スマートフォンを超えるデバイスが出現
し、自動運転が実現
2020年に商用サービスが始まる5Gだが、徐々にカバーエ
リアを広げて、2022 ～ 2023年には日本全国に普及する見
込みだ。そのとき、私たちの生活にどのような変化が起こる
のだろうか。阪口教授はその変化のひとつとして ｢スマホが
なくなる（Beyondスマホが出現する）｣ ことを挙げる。｢5G
では、スマホでは表現しきれないほどの情報量の通信が実現
します。現在、スマホメーカー数社がフォルダブル（折りた
たみ）スマホを発表していますが、これも5G時代を視野に
入れた動きです。しかし、フォルダブルスマホも進化の過程
に過ぎず、その先はAR（拡張現実）やMR（複合現実）に対応
したメガネ型端末が、Beyondスマホとして徐々に普及し
ていくでしょう｣ 実際に世界の大手IT企業によるメガネ型端
末の開発競争は激化している。ARやMRは、VR（仮想現実）
とは異なり、現実の風景に重ね合わせるかたちでデジタル情
報を表示する技術だ。スポーツ観戦中にリアルタイムで選手
情報を表示させたり、自宅で料理中にプロの調理アドバイス
を参照するといった
ことも可能になる。
また、エンタメ用途
だけではなく、作業
現場でマニュアルを
表示するなど、産業
用途での活用の可能
性も大きい。

Trend  News

5Gの同時多数接続という特徴は、IoTのさらなる進化も加速
させる。｢人々の健康状態を読み取る生体情報センサーやカ
メラなどが街中のいたるところに設置され、そこからネット
ワークを通じて送られた情報を元に、街中にいる個人の健康
をAIが診断しアドバイスする。『健康を街が守る』というよ
うな仕組みが生まれるでしょう｣ と予測する。
その結果、予防医療が発展すれば、医師不足や医療格差と
いった社会課題も解決に向かうかもしれない。クルマの自動
運転も、5Gと併せて話題になることが多いテーマだ。自動運
転は路線バスや送迎バス、物流トラックなど、走行ルートが
ある程度固定されているサービスから導入を開始。その後、
2025年頃からは、自家用車でも自動運転が導入されていく
見込みだという。｢完全自動運転が実現すると、クルマの持つ
意味も変化します。単なる移動手段ではなく、オフィスや店
舗、さらには居住空間にもなりうるのです。通勤の概念がな
くなったり、余暇が増えるなど、社会の根本となる仕組みを
大きく変えることに
なります。その意味で
は、自家用車の自動運
転が実現したときが、
5Gの本当の実力が発
揮されるときかもし
れません｣ 

社会全体で取り組む5Gの本格普及への課題 
5Gの本格普及には課題も残っている。そのひとつが基地局
の整備だ。ミリ波を使った基地局はカバーエリアが狭く、狭
い間隔で基地局を設置しないと、都市部であっても5Gの電
波が届かない不感地帯が生まれてしまう。
また、5G時代には、これまでのようにスマートフォンやPC
などだけではなく、電子機器やクルマ、医療や農業用のロ
ボットといったデバイスもネットワークに繋がる。そして、
そのそれぞれがデータ送受信用のアンテナを搭載し、安定し
た通信を行なえるようになることが必要だ。
この社会全体で取り組むべき課題を解決するため、通信キャ
リアやIT企業にとどまらず、さまざまな企業が5G関連事業
へ参入している。高い将来性が見込まれる5G関連事業、各
業界で今後の成長エンジンとなる戦略事業のひとつに位置
づけられてます。

（引用　BUSINESS INSIDER 201906）
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参加費 要参加費 要参加費 要参加費 要
参加費等につきましては

営業担当までお問合せください

4



お申込みは営業担当まで
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9月20日より申し込み開始
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